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葬儀アイテム紹介コーナー　　　第２回は　　【エンディングノート】　です。

　ガン等の末期患者に対して長く生きられるように最大の努力をするのが医師の立場です。

無駄な延命治療は望みません…これが家族の立場だと思います。

　　マカロニ医療やスパゲッティ医療（体が管だらけのたとえ）を望まず、人間らしい最後をどのよう

にどこで迎えるか…

　

　県内でも緩和ケア（治療を目的とせず、症状を和らげることを目的とした医療）をしている病院が

増えてきました。患者が医療を選択する（インフォームド・コンセント）、また最後をどのような場

所でどう生きるか（ターミナルケア）…長生きすることよりも、生き方に重点を置いた医療に変わっ

ている気がします。葬儀も社会や世間体重視から個人の希望を重視したものに変わってきました。

　突然の事故で意識不明に陥ったり、認知症等で患者の意志が確認できないのがインフォームド・コ

ンセントの問題点であり、故人に意志を確認できない（死人に口なし）のが葬儀の問題点です。

　その問題点を少しでも解決するためにいま静かなブームになっているのが、自分のエンディングプ

ランを書き記す【エンディングノート】です。自分に何かがあった時には、このように介護・治療して

欲しい、葬儀にはこの人を呼んで欲しい等、家族に伝えるものです。（遺言書ではありません）

　市販では 1,000～2,000 円前後であります。また、自分なりに大学ノートに書いても立派なエンディ

ングノートになります。

☆ メモリアルホールから来館された皆様に

オリジナル・エンディングノートをプレゼント　☆

タイトル

家族へ贈る　エンディングノート　『わたしのきろく』　全４８ページ（\1,050）

　１　私の歩んできた道

　２　私のもしもの時に

　３　私のお葬式

　４　私の覚書　　　　　　　の４構成でできております。　

何かのついでにでもホールにお立ち寄り下さい。プレゼント致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（細かいですが、一人１冊になります）



家族葬について考えてみましょう

　

平成 10 年くらいから、都心部で葬儀が社会儀礼から個人化されることが増え『家族葬』という用 

語が生まれたように思います。湖南地域でも、旧家では少ないですが新興団地の方等は『家族葬』に

興味をもたれている人が多いようです。新しい言葉『家族葬』が生まれて約 10 年…常に葬儀と隣り合

わせにいる私たちも『家族葬ってどういうものですか？』と聞かれると一言では答えられず、また

家族の方々もそれぞれ違ったイメージを持たれているのでここで整理してみました。

　　家族葬のイメージ…

　　　　　　　　　　　 ①　家族だけの落ち着いたゆっくりした時間がもてる葬儀（受付所が不要）

②　形態が自由な葬儀（無宗教葬など）

③　費用がかからない葬儀（低価格）

④　疲れない葬儀

⑤　故人らしさを尊重できる葬儀

　家族葬の範囲って…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          ①　親・配偶者・子供・孫まで

　　　　　　　　　　　　　　          ②　親・配偶者・子供・孫・兄弟姉妹まで

　　　　　　　　　　　　　　          ③　親・配偶者・子供・孫・兄弟姉妹・おじ・おば・いとこ・親戚まで

　　　　　　　　　　　　　　          ④　③に親しかった友人を加えたくらいまで

　　ゆっくり葬儀がしたい、心のこもった葬儀にしたいという思いは変わらないのですが、このよう

に『家族葬』に対するイメージや範囲は人それぞれ違います。また違って当然だと思います。“『家族葬』

はこうあるべきだ”という概念や規定はないのが実状です。これから先も日本に何億という家庭・

家族がある以上概念や規定が生まれることはないと思います。

　家族葬ですると料金が安いと思っている方も多いように思います。葬儀社の広告でも《家族葬安心

パック 30万》とか《家族葬パック 40万～》など料金を前面にだしたものをよく見かけます。

　一見、料金明瞭でわかりやすく感じられますが、行き違いが起こりやすい仕様かもしれません。

　葬儀料金が明瞭なことは当たり前のことですが、同時に葬儀はそれぞれのご家族の思いにあった柔

軟性がなければいけないと思います。

故人や家族の思い、親戚の範囲、会葬者の有無等が異なる以上それぞれの家族に合ったプランを提

供してもらうのがよいのではないでしょうか…。



☆　家族葬でしたいと思っているかたへ

ただ単に〝家族葬でお願いします〟ではなく、家族の人数、スタイル、会葬者の有無、

粗供養の有無、故人の為にしてあげたいこと、予算等は最低限はっきり葬儀社に

伝えましょう。葬儀社もアドバイスがしやすくなります。

　　　　例１　家族 10 人のみで和室でしたい　会葬者・受付・粗供養はいらない

　　　　　　　予算はなるべくかからないように…　食事はしません

　 

　

　

和室使用料　　　　　　　　　　　５２，５００円

　　　　　　祭壇（和室用　小生花祭壇）　　３１５，０００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（棺・納棺料・霊柩車バン型・遺影写真・骨箱含む）　

　　　　　　ドライアイス処置料　　　　　　　１４，７００円（２回分）

　　　　　　病院からの寝台車料金　　　　　　３７，０００円（搬送布団代 10,500 円を含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　４１９，２００円

例２　家族・親戚 30 人　足が不自由な人が多いので椅子席のホールがよい

　　　　　　家族葬で、祭壇は故人が好きだった花祭壇を希望したい

　　　　　　家族葬でする事を町内・会社には伝えるが 10 人くらいは代表で来られそうです

　　　　　　受付は薄い親類にお願いするが香典は辞退する　

　　　　　　　食事は、葬儀後に 20 人くらいがします。

　 

　　　　

祭壇（洋風祭壇）　　　　　　　　　５２５，０００円

　　　　ホール全館使用料　　　　　　　　　１０５，０００円

　　　　ドライアイス処置料　　　　　　　　　１４，７００円

　　　　病院からの寝台車料金　　　　　　　　３７，０００円（搬送布団代 10,500 円を含む）

　　　　粗供養（10 人分）　　　　　　　　 　　           ５，２５０円（@  525×10）
　　　　食事料金（20 人分）　　　　　　　　            ７３，５００円（@3,675×20）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    計　７６０，４５０円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　《　ご参考までに…　（一例です）　》



　　　　

☆ 直葬（ちょくそう）って言葉ご存知ですか…

　　　故人に子供など濃い身寄りが誰もいない、お金がなく葬儀をあげることができない…さま 

　　　　ざまな事情で葬儀をせず火葬だけすることを『直葬』といいます。東京等の都会では、いま現

在１割くらいが直葬だそうです。

　　　　その場合でも、病院からの寝台料金、火葬場への寝台車料、ホール預かり料、棺等最低必要な

もので 1 ８万ほどかかります。

　　　

　　　　あるテレビ番組で葬儀費用の全国平均は２３８万円だと…。両親を送るとなれば、500万必要
ってことになります。解雇（失業）、倒産等、過去最悪の不景気に加え、年金問題、消費税値上

げなど暗い話ばっかり…おまけに高齢化社会です。超高齢化社会（65歳以上の人口が全体の

20％を超える）に突入したら葬儀はどうなるのだろう…『直葬』が急増するかな。

そんなことより日本の政治が心配ですよね。

　　　　　《　葬祭川柳　》

　　　　　　　苦労して　貯めに貯めた　葬儀代　

　　　　　　　　　　　　振り込め詐欺に　ご注意を

　　　　　　　　　（不景気と犯罪は、同時にやってきます。十分気をつけて下さい。）

　 

　

メモリアルホール　夕凪クラブ会員　随時受付けております

　　　　　

掛金・積立て金一切不要です！！

　　　　　　　　　　　入会時の１０，０００円だけで　生涯夕凪会員です。

　　　　　　　　　　　　葬儀プランの１０％　　ホール料５０％　割引致します。

　　　　　　　（入会方法…自宅勧誘・訪問はしておりませんので、一報くださればありがたいです）

　　　
　　おかげさまで第２号ができました。

　　このかわら版は、主に葬儀事情の内容ばかりです。参考になればと、不特定・不定期に配っており

ます。気を悪くされたらお許し下さい。

　　これからも皆様と共に勉強していきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　合　掌


